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第
二
条
の
表
施
設
等
機
関
（
厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
第
百
六
十
二
条
に
掲

げ
る
施
設
等
機
関
を
除
く
。）の
長
の
項
上
欄
中「（
厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
第

百
六
十
二
条
に
掲
げ
る
施
設
等
機
関
を
除
く
。）」
を
削
る
。

第
二
条
の
表
地
方
支
分
部
局
（
地
方
社
会
保
険
事
務
局
及
び
社
会
保
険
事
務
所
を
除
く
。）の
長
の
項
上
欄
中「（
地

方
社
会
保
険
事
務
局
及
び
社
会
保
険
事
務
所
を
除
く
。）」
を
削
る
。

第
二
条
の
表
社
会
保
険
庁
長
官
の
項
、
地
方
社
会
保
険
事
務
局
長
の
項
、
地
方
社
会
保
険
事
務
局
社
会
保
険
事
務

室
長
の
項
及
び
社
会
保
険
事
務
所
長
の
項
を
削
る
。

（
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
・
第
七
十
三
条
」
を
「
e

第
七
十
三
条
の
三
」
に
、「
第
七
百
六
条
」
を
「
第
七
百
五
条
の
二
」
に
、 「

第

二
章

外
局

第
一
節

社
会
保
険
庁

第
一
款

内
部
部
局

第
一
目

課
の
設
置
等
（
第
七
百
九
十
五
条
e

第
八
百
三
条
）

第
二
目

課
の
内
部
組
織
（
第
八
百
四
条
e

第
八
百
八
条
）

第
二
款

施
設
等
機
関

第
一
目

社
会
保
険
大
学
校
（
第
八
百
九
条
e

第
八
百
十
三
条
）

第
二
目

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
（
第
八
百
十
四
条
e

第
八
百
四
十
七
条
）

第
三
款

地
方
支
分
部
局
（
第
八
百
四
十
八
条
e

第
八
百
七
十
五
条
）

第
二
節

中
央
労
働
委
員
会
事
務
局
（
第
八
百
七
十
六
条
e

第
八
百
七
十
九
条
）
」 を

「
第
二
章

中
央
労
働
委
員

会
事
務
局
（
第
七
百
九
十
五
条
e

第
七
百
九
十
八
条
）」に
、「
第
八
百
八
十
条
」
を
「
第
七
百
九
十
九
条
」
に
、「
第
八

百
八
十
一
条
e

第
八
百
八
十
三
条
」
を
「
第
八
百
条
e

第
八
百
二
条
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
第
二
項
第
一
号
中
「
社
会
保
険
庁
」
を
「
年
金
局
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

年
金
特
別
会
計
の
児
童
手
当
勘
定
に
属
す
る
国
有
財
産
の
管
理
及
び
処
分
並
び
に
物
品
の
管
理
に
関
す
る
こ

と
。

第
六
十
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
社
会
保
険
庁
」
を
削
る
。

第
一
章
第
一
節
第
十
二
款
中
第
七
十
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
調
査
室
、
監
査
室
及
び
会
計
室
）

第
七
十
三
条
の
二

事
業
企
画
課
に
、
調
査
室
、
監
査
室
及
び
会
計
室
を
置
く
。

２

調
査
室
は
、
政
府
が
管
掌
す
る
厚
生
年
金
保
険
及
び
国
民
年
金
の
統
計
並
び
に
全
国
健
康
保
険
協
会
が
管
掌
す

る
健
康
保
険
及
び
船
員
保
険
の
統
計
（
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
五
条
第
二
項
若
し
く
は

第
百
二
十
三
条
第
二
項
又
は
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
厚

生
労
働
大
臣
が
行
う
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。）並
び
に
こ
れ
ら
の
事
業
の
運
営
の
た
め
の
統
計
数
理
的
調
査
に

関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

３

調
査
室
に
、
室
長
を
置
く
。

４

監
査
室
は
、
政
府
が
管
掌
す
る
厚
生
年
金
保
険
事
業
及
び
国
民
年
金
事
業
並
び
に
全
国
健
康
保
険
協
会
が
管
掌

す
る
健
康
保
険
及
び
船
員
保
険
の
事
業
の
う
ち
健
康
保
険
法
第
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
百
二
十
三
条
第
二
項
又

は
船
員
保
険
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
業
務
（
次
条
、
第
七
百
十
条
の
二
の
三
及

び
第
七
百
十
条
の
二
の
四
に
お
い
て
「
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
」
と
い
う
。）の
実
施
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
の

監
査
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

５

監
査
室
に
、
室
長
を
置
く
。

６

会
計
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

年
金
特
別
会
計
（
健
康
勘
定
、
児
童
手
当
勘
定
及
び
業
務
勘
定
の
う
ち
特
別
保
健
福
祉
事
業
に
係
る
部
分
を

除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
経
理
に
関
す
る
こ
と
。

二

年
金
特
別
会
計
に
属
す
る
国
有
財
産
の
管
理
及
び
処
分
並
び
に
物
品
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

７

会
計
室
に
、
室
長
を
置
く
。

（
シ
ス
テ
ム
室
）

第
七
十
三
条
の
三

事
業
管
理
課
に
、
シ
ス
テ
ム
室
を
置
く
。

２

シ
ス
テ
ム
室
は
、
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の
処
理
に
関
す
る
電
子
計
算
組
織
の
整
備
及

び
管
理
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

３

シ
ス
テ
ム
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
一
章
第
三
節
第
一
款
中
第
七
百
六
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
地
方
厚
生
局
の
管
轄
区
域
の
特
例
）

第
七
百
五
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
保
険
医
療
機
関
、
保
険
薬
局
、
保
険
医
、
保
険
薬
剤
師
、
指
定
訪
問
看
護

事
業
者
そ
の
他
医
療
保
険
事
業
の
療
養
担
当
者
に
対
す
る
監
督
に
関
す
る
事
務
の
円
滑
な
遂
行
の
た
め
特
に
必
要

が
あ
る
と
き
は
、
関
東
信
越
厚
生
局
及
び
近
畿
厚
生
局
に
対
し
て
、
そ
の
管
轄
区
域
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
当
該

事
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
百
六
条
第
一
項
中
「
関
東
信
越
厚
生
局
に
、」を
「
地
方
厚
生
局
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
関
東
信
越
厚
生
局
」
を
「
地
方
厚
生
局
」
に
改
め
る
。

第
七
百
六
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
指
導
総
括
管
理
官
）

第
七
百
六
条
の
二

地
方
厚
生
局
に
、
そ
れ
ぞ
れ
指
導
総
括
管
理
官
一
人
（
関
東
信
越
厚
生
局
に
あ
っ
て
は
、二
人
）

を
置
く
。

２

指
導
総
括
管
理
官
は
、
命
を
受
け
て
、
地
方
厚
生
局
の
所
掌
事
務
（
管
理
課
、
医
療
課
、
福
祉
指
導
課
、
指
導

監
査
課
及
び
分
室
（
第
七
百
三
十
五
条
の
二
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。）の
所
掌
に
属
す
る
も
の
に
限
る
。）に
関

す
る
重
要
事
項
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
当
た
る
。

第
七
百
六
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
別
指
導
管
理
官
）

第
七
百
六
条
の
三

関
東
信
越
厚
生
局
及
び
近
畿
厚
生
局
に
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
指
導
管
理
官
一
人
を
置
く
。

２

特
別
指
導
管
理
官
は
、
命
を
受
け
て
、
地
方
厚
生
局
の
所
掌
事
務
（
特
別
指
導
第
一
課
及
び
特
別
指
導
第
二
課

の
所
掌
に
属
す
る
も
の
に
限
る
。）に
関
す
る
重
要
事
項
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
当
た
る
。

第
七
百
七
条
第
七
十
六
号
中
「（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）」
を
削
る
。

第
七
百
九
条
中
「
企
画
調
整
課
」
を
「
企
画
調
整
課

年
金
指
導
課
（
関
東
信
越
厚
生
局
、
東
海
北
陸
厚
生
局
、
近
畿
厚
生
局
及

年
金
調
整
課
（
関
東
信
越
厚
生
局
、
東
海
北
陸
厚
生
局
、
近
畿
厚
生
局
及

年
金
管
理
課
（
北
海
道
厚
生
局
、
東
北
厚
生
局
及
び
中
国
四
国
厚
生
局
に

び
九
州
厚
生
局
に
限
る
。）

び
九
州
厚
生
局
に
限
る
。）

限
る
。）

」
に
、「
医
療
指
導
課
」
を
「
医
療
課
」
に
改
め
る
。

第
七
百
十
条
第
八
号
中
「
企
画
調
整
課
」
の
下
に
「
、
年
金
指
導
課
」
を
加
え
る
。

第
七
百
十
条
の
二
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
年
金
指
導
課
の
所
掌
事
務
）

第
七
百
十
条
の
二
の
二

年
金
指
導
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

地
方
厚
生
局
の
所
掌
事
務
（
健
康
福
祉
部
、
麻
薬
取
締
部
、
総
務
課
、
企
画
調
整
課
、
管
理
課
、
医
療
課
、

福
祉
指
導
課
、
特
別
指
導
第
一
課
、
特
別
指
導
第
二
課
、
指
導
監
査
課
及
び
分
室
（
第
七
百
三
十
五
条
の
二
に

規
定
す
る
も
の
に
限
る
。）の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）に
関
す
る
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

二

日
本
年
金
機
構
が
行
う
滞
納
処
分
等
（
国
税
滞
納
処
分
の
例
に
よ
る
処
分
並
び
に
国
税
徴
収
法
（
昭
和
三
十

四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
百
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
質
問
及
び
検
査
並
び
に
同
法
第
百
四
十
二
条
の
規

定
に
よ
る
捜
索
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
百
十
条
の
二
の
四
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
認
可
に
関
す
る

こ
と
。

三

日
本
年
金
機
構
の
理
事
長
が
任
命
す
る
徴
収
職
員
及
び
保
険
料
等
の
収
納
を
行
う
職
員
の
認
可
に
関
す
る
こ

と
。

四

日
本
年
金
機
構
が
滞
納
処
分
等
を
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
結
果
の
報
告
に
関
す
る
こ
と
。

五

日
本
年
金
機
構
が
行
う
立
入
検
査
等
に
係
る
認
可
に
関
す
る
こ
と
。
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